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1. 研究目的・背景 

筆者らはこれまで、隣室や屋外から全空気式誘引放射

空調設備(以下、誘引放射ユニット)の設置された執務室へ

移動した後の心理反応に関する調査 1), 2)を行ってきた。さ

らに病室へ誘引放射ユニットを設置した場合の適切な設

定温度について検討することを目的とし、病室を模擬し

た実験室において生理的及び心理的応答を調査した。冬

期に実施した実験の心理量の経時変化に着目した分析 3)及

び物理量と心理量の関係に着目した分析 4)の結果は既報に

て報告しており、本報では、夏期に実施した実験の物理

量と心理量の関係に着目した分析結果を報告する。 

2. 実験概要 

2014 年 8 月 26～28 日に、大阪にあるモデルルーム(以

下、実験室)において各日とも 2 回に分けて実験を行った。

図 1 に本実験で用いた実験室の平面図を示す。 

実験時における被験者の移動スケジュール及び心理申

告のタイミングを表 1 に示す。被験者はまず前室に集合

し、実験説明や着替え、皮膚温計の装着を含めて 30 分間

前室に滞在した。その後実験室へ移動し、前半 60 分間は

着座時を想定して、ベッド上で下半身のみに布団を掛け

座った状態、後半 30 分間は就寝時を想定して、ベッド上

で足先から肩まで布団を掛け横たわった状態をとった。

被験者は健康な男性とし、各実験日とも 1 回につき 4 名、

計 8 名ずつ参加した。表 2 に被験者の身体的特徴を示す。 

3. 実験結果 

3.1. 物理量 

図 2 に各実験日の室内温熱環境計測結果を示す。室温、

グローブ温度(以下、GT)はアメニティメータ(以下、AM-

101。サンプリング間隔は 5 分間)の測定値であり、左図は

窓側、右図は室中央に設置した AM-101の測定値を示す。

実験日時に関係なく、室中央では室温と GT はほぼ同じ値、

窓側では室温に比べて GTの方がやや高い傾向にある。 

3.2. 生理量 

図 3 は前半 60 分間における室温と平均皮膚温 5)の関係

を示しており、平均皮膚温は実験日時、場所別に被験者 2 

 
図 1 実験室平面図 

 
 

表 2 被験者の身体的特徴 

実験日 被験者人数(人) 年代 身長(cm) 体重(kg) 

8/26 8 20～60 170.9±3.1 68.6±5.4 

8/27 8 20～60 172.8±7.3 71.4±6.2 

8/28 8 30～60 172.9±2.5 67.9±8.1 
 

 

 
図 2 室温×GT (左図：窓側、右図：室中央) 

 

 
図 3 室温×平均皮膚温 (前半 60分間) 

 

表 1 実験フロー 
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図 4 室温×快適感 前半 60分間 図 6 室温×室温希望 前半 60分間 

 

図 8 室温×満足感 前半 60分間 

   
図 5 室温×快適感 後半 30分間 図 7 室温×室温希望 後半 30分間 図 9 室温×満足感 後半 30分間 

 

名の平均値、室温は図 1 中の①②の被験者は室中央、③

④の被験者は窓側に設置された AM-101の測定値を示す。

また図 3 中の塗りつぶしマークは室中央(被験者①②)、白

抜きマークは窓側(被験者③④)である。 

入室直後は布団を腰まで掛けた影響から下半身の皮膚

温が一旦低い値となり、どの実験日においても室温に関

係なく平均皮膚温が 33.5℃付近となっているが、それら

を除けば全体的に平均皮膚温は室温にほぼ比例している。 

3.3. 心理量 

図 4～9 は室温と心理申告の関係である。図 1 中の①②

の被験者は室中央、③④の被験者は窓側に設置された

AM-101 で測定した室温を用いて申告結果を 0.5℃刻みで

集計し、各温度帯別に申告の比率を求めたものである。

ただし、実験開始直後である 1 回目の申告は分析から除

外している。また、グラフ中の数字は申告数を表す。 

図 4、5 の室温×快適感について、前半は 25～26.5℃の

温度帯では快適側の申告が過半数を超えている。また申

告数の少ない 28℃を除けば不快側の申告は常に 20%以下

となっている。後半は室温が高くなるにつれて不快側の

申告率が高くなっているが、24.5～25℃の温度帯では不快

側の申告が 20%以下となっている。 

図 6、7 の室温×室温希望について、前半は 25～27.5℃

の温度帯では「変えなくてよい」の申告が 70%近くを占

めている。後半は 24.5～25℃の温度帯では「変えなくて

よい」の申告が 70%を超えており、25.5℃以上では「下げ

てほしい」の申告が 50%を超えている。 

図 8、9 の室温×満足感について、前半は申告数の少な

い 28℃を除けば満足側の申告が常に 70%を超えており、

「不満」と申告した被験者はほとんどいないことが分か

る。後半は 24.5～25℃の温度帯では不満側は 30%以下だ

が、25.5℃以上では不満側が 50%近くを占めている。 

4. まとめ 

本報では、病室に誘引放射ユニットを設置した場合の

適切な設定温度を検討するために被験者実験を行い、以

下の結果を得た。 

(1) 入室直後は布団を掛けた影響から下半身の皮膚温が低

い値となり、室温によらず平均皮膚温は常に 33.5℃付近

となったが、それを除けば、場所による違いはあるもの

の室温の上昇に伴って平均皮膚温も上昇した。 

(2) 前半 60 分間の着座姿勢では室温 28℃を除くと不快側

の申告は 20%以下であり、80%以上が「どちらでもない～

非常に快適」、70%以上が満足側と申告している。また 25

～27.5℃の温度帯では室温希望は「変えなくてよい」の申

告が 70%近くを占めている。 

(3) 後半 30 分間の就寝姿勢では 24.5～25℃の温度帯では

不快側、不満側の申告が少なく、室温希望も「変えなく

てよい」の申告が 70%を超えている。 
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